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Abstract 

The collage therapy practice was carried out for nursing class of second grade 

under the clinical psychiatric nursing practice in order to study “self-awareness and 

others understanding". As collage practice 1， the self was ima悶agedi加nthe theme of "1" 

Next as collage practice II， the image from the others was made up in the theme 

Oぱf“"1from the viewpoint of the ot出he訂rsピ" Forty-four reports were obtained from 45 stu-

dents of the collage therapy practice. They were analyzed along the flow of the prac-

tice process in order to clarify the learning process of self-awareness and others under-

standing. Those reports were analyzed with the content analysis of Berelson. As the 

result， in practice 1， four higher rank categories and 16 lower rank categories were 

obtained. 1n practice II， three higher rank categories and 16 lower rank categories 

were obtained. Through the collage practice， it is possible to obtain the motivation of 

the self-awareness by discovering potential self and ideal self. Then， by considering the 

image from the others， many feelings attention reactions were caused and seemed to 

achieve self-awareness and the others understandings. 
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はじめに

精神看護学は，平成 2年以前は「成人疾患と看護j

という領域の中の「精神科疾患と看護」という 1科

目として明記されていた。その後，独立した領域と

しての位置付けを求められていたにも関わらず，平

成2年の改正においても科目名さえも指定規則の中

で位置付けられず，学校の自由裁量科目となった.

しかし，精神保健及び精神障害者を取り巻く杜会環

境の変化によるニーズの高まりから，平成 9年に実

施された看護基礎教育カリキユラムの改正では，独

立した専門分野として新設された.それに伴い，従

来の精神疾患患者への看護のみならず，あらゆるラ

イフサイクルの心の健康についても広く学ぶことに

なった.香川県立医療短期大学は1999年(平成11年)

に新設された短期大学であり，新カリキュラムに従

い，精神看護学は「精神看護学概論j，I精神保健論j，

「精神臨床看護論j，I精神看護学特論j，I精神看護

学実習」の 5科目で構成されている.新しい領域で

あるために，筆者らは精神看護学担当教員として，

講義内容，演習内容をより充実したものとするため

に試行錯誤し，その評価及び検討を行なっている.

そうした中で，看護の対象をより深く理解するにはT

まず自己を知ることが不可欠であるとし，精神看護

学の目標のーっとして「自己理解・他者理解」を挙

げた.それを達成するための一つの方法として精神

臨床看護論演習でコラージ、ユ療法を導入した講義・

演習を行った.コラージ、ユ療法は心理療法のーっと

して近年様々な実践・研究が行われており，クライ

エントの自己表出，カタルシスなどが効果として挙

げられる.今回，学生のコラージ、ユ療法演習後にレ

ポートを課し，本講義・演習のねらいとした「自己

理解・他者理解」への達成度を明らかにする目的で

レポートの内容分析を行なった.記述内容から「自

己理解・他者理解」の学習過程に相当するデータを

抽出し検討を加えた.

【コラージ.ュ療法]

コラージ、ユ (collage) とは，もともとは“coller"

というフランス語から由来する言葉で「のりで貼る」

と言う意味がある.写真や絵や文字などを，新聞，

雑誌などから切り抜き，これを画用紙やケント紙な

と守に貼って一つの作品にするもので， 20世紀初頭に

生まれた美術の表現である.わが国における心理療

法としての導入は， 1987年に森谷，杉浦 11が芸術療

法の一技法として用いたことから始まった.それ以

後，児童相談所，教育相談所，心療内科，小児科な
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どで普及している技法である.方法には大きく分け

て，あらかじめ治療者側で用意した雑誌，新聞，広

告，カタログなどを好きに切りぬいて貼るマガジ

ン・ピクチャー・コラージ、ユ法と，あらかじめ治療

者が切り抜いたものを箱に入れ，その中からクライ

エントが選んで貼るコラージ、ユ・ボックス法の 2種

類がある.看護教育におけるコラージ、ユ療法活用と

しては，佐藤 2)が，看護学生が自己理解・他者との

関係性のとり方についての振り返りのきっかけ作り

になったと報告している.

講義の概要

1 .本講義の位置付け

当短期大学では精神看護学の講義内容として，

I学年前期「精神保健論」 ((15時間 :1単位)，後

期「精神看護学概論j(15時間:1単位)， 2学年

通年の「精神臨床看護論j(75時間 :2単位)， 3 

学年前期の「精神看護学特論j(15時間:1単位)， 

通年の「精神看護学実習j(90時間 :2単位)で

構成され，常勤講師 2名，非常勤講師 1名，助手

1名で担当している.今回のコラージュ療法を用

いた講義は 2学年通年の「精神臨床看護論」にお

ける講義・演習の内 2時限(180分)を用いて

行った。

2.本講義のおらい

課題Iでは，自分をイメージで表現することか

ら，自己認識へのきっかけとなることをねらいと

した.

課題Eでは，他者をイメージとしてとらえるこ

と，自分の自己イメージと他者からの自己イメー

ジの相違点を認識することを通して， I自己理

解・他者理解」の促進を図ることをねらいとした.

3.本講義の実際

講義の目的を「コラージ、ユを実際に行い，実施

方法を学び，かっ自己理解，他者理解を促す」と

設定し， 4~ 5人のグループ編成を行い以下のよ

うな課題に沿って演習を行った.

課題1.“私"というテーマでコラージュを行う.

[B 4用紙を使用し，マガジンピクチャー法で

行う}

①私らしいもの，好きなもの，気になるも

の(写真，絵，文字等何でも可)を選んで，切

り取っていく.

②切り取った切片を B4用紙に自由にレイ

アウトし，員占りつけていく.



写真 1 課題 lのコラージ‘ュ例

写真 2 課題 11のコラージュ例

③ できた作品を各グループ員で鑑賞する.

④ 各グループ員に自分らしさのポイント

(どうしてこれを選んだのか)を説明する.

諜題 Iのコラージ‘ュ例 (写真 1) 

課題 11.“他者から見た私"をコラージュしてい

く.

[B 4用紙を使用し，マガジンピクチャ一法で

行う ]

① 各グループ員は，それぞれのグループ貝

に“その人らしい"ものを 1枚づっ切り抜いて

プレゼントする.

② もらった切片を自由にレイアウトし，用

紙に貼りつけていく .その際気に入らないもの，

自分らしくないと思ったものは紙の裏側に貼っ

て行く .

① できた作品を各グループ員で鑑賞する.

課題 Hのコラージュ例(写真 2) 

課題III. 課題 1. 1Iの感想を自由記述でレポート

に書く.
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研究方法

1.調査対象と調査内容

調査対象は香川県立医療短期大学看護学科 2年

生45名で，調査内容は課題Eで提出されたレポー

トの記述内容44件.

2.研究期間

2001年 4月-2001年11月

3.分析方法

レポートの記述内容を研究者 2名で精読し，

Berelson引の手法に従い，内容分析を行った.記

録単位は l内容を l分析単位とし，内容の類似性

に基づいて分類を行い適切と思われる下位カテゴ

リーを抽出した.さらにそれらの下位カテゴリー

に検討を加え，上位カテゴリーを命名した.

4.倫理的配慮

記述内容はコンピュータ一入力しそれぞれを

記号化することで， 匿名性を保持した.さらに，

コラージュ作品の写真撮影及び論文への転載につ

いては，当該学生に口頭で承諾を得た.

結果

45名の学生から44件の自由記述を得た (レポート

未提出 l名). 

1 .課題|の下位カテゴリーの抽出

課題 Iのレポートから， 40のデータが得られた.

その中から， <イメー ジ選択の困難性)，<イメー

ジ選択範囲の限定性)，<イメージ表現の簡易性と

遊戯性)，<イメージ表現過程での忘我性)，<作品

完成時の満足感)，<自己イメージ、への不安)，<自

己イメージ言語化の困難性)，<自己イメージとの

一致感)，<完成作品への愛着)，<自己理解不全の

認識)，<理想的自己イメージの認識)，<潜在的自

己イメージの認識)，<イメージでの自己再認識)， 

〈他者作品への興味)，<他の絵画療法への興味)， 

〈コラージュ療法の有効'性の認識〉の16個の下位

カテゴリーが抽出された.

2.課題|の上位カテゴリーの命名

〈イメージ選択の困難性)，<イメージ選択範囲

の限定性)，<イメージ表現の簡易性と遊戯性)， 

〈イメージ表現過程での忘我性)，<作品完成時の

満足感〉の下位カテゴリ ーから 〈イメージを用い

た自己表現作業に関連した反応>， <自己イメー

ジ.への不安)，<自己イメージ言語化の困難性)， 

〈自己イメージとの一致感)，<完成作品への愛着〉
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から〈作品を通した自己客観化の過程}， <自己

理解不全の認識)， <理想的自己イメージの認識)， 

<i替在的自己イメージの認識)， <イメージでの自

己再認識〉から〈自己認識へのきっかけ}， <他

者作品への興味)， <他の絵画療法への興味)， <コ

ラージ、ユ療法の有効性の認識〉から〈コラージ、ユ

療法及び、他の療法への興味の拡大〉の 4個の上位

カテゴリーをそれぞれ命名した.分析単位のデー

タ数は， <イメージを用いた自己表現作業に関連

した反応〉が11， <作品を通した自己客観化の過

程〉が10， <自己認識へのきっかけ〉が13， <コ

ラージュ療法及び、他の療法への興味の拡大〉が 6

であった(表1).

1 課題日の下位カテゴリーの抽出

課題Hのレポートから60のデータが得られた.

その中から，〈イメージの差異への驚き)， <イメ

ージ、の差異への不安)， <イメージの差異への喜

び)， <イメージの一致への驚き)， <イメージの一

致への喜び)， <イメージに対する理解不能)， <イ

メージ一致の認知)， <関係性によるイメージの差

異の認知)， <他覚的自己イメージの認知)， <行動

や意識変容の促進)， <他者への興味関心の拡大)， 

〈イメージのやり取りの楽しさ)， <イメージ表現

の困難性)， <イメージ表現の表面性)， <イメージ

表現の簡易性)， <イメージ選択範囲の限定性〉の

16個の下位カテゴリーが抽出された.

4. 課題 Hの上位カテゴリーの命名

〈イメージの差異への驚き)， <イメージの差異

への不安)， <イメージの差異への喜び)， <イメー

ジの一致への驚き)， <イメージの一致への喜び〉

から〈他者の自己イメージ、への情意的反応}， 

(イメージに対する理解不能)， <イメージ一致の

認知)， <関係性によるイメージの差異の認知)， 

〈他覚的自己イメージの認知)， <行動や意識変容

の促進〉から〈他者の自己イメージへの認知的反

応}， <他者への興味関心の拡大)， <イメ}ジの

やり取りの楽しさ)， <イメージ表現の困難性)， 

(イメ}ジ表現の表面性)， <イメージ表現の簡易

性)， <イメージ選択範囲の限定性〉から〈他者と

のイメージ授受についての感想〉のそれぞれ3個

の上位カテゴリーが命名された.分析単位のデー

タ数は， <他者の自己イメージ、への情意的反応〉

が16， <他者の自己イメージ、への認知的反応〉が

32， 〈他者とのイメージ授受についての感想〉が

12であった(表2). 

5.学習過程の図式化

課題 1，課題Hの上位カテゴリー，下位カテゴ

リーを用いて各々の学習課程として図式化を行っ

た(図1)(図 2). 

考 察

今回，精神臨床看護論演習として， 45名の学生が

コラージ、ユ療法を実際に体験し，その感想を44名の

学生から得ることができた.課題 Iでは，自分のイ

メージをコラージュしていったが，学生は， <イメ

表 1 課題 lに対する意見の内容分析

上位カテゴリ 下位カテゴリ (デ空数) 記述例 記述数(%)

イメジ選択の困難性(2) t総い限Eろ麓誌らんれbのpなた謹主雑本l甥主誌の頃色?か中合4主hらで主主‘L自、自L分X-分6巷と2の表主どイ現メま~Jー-すlι濃ジ1ると託1!.イな1と5トる9どシも1まはの2昆探1#=2切せ一1なり土一扱畳い3くEと虫いj表う裏の5は2む主ず-か------しい-一
イメージ選択範囲の限定性(3)

イメーγを用いた自己表現作業に関
適した反応 イメージ表現の簡易性と遊戯性(3)

童コ雑直ラ;〉f誌』心J弘-t旨k辺シγg"ιlの.ユ;切5療M扱法査会きでーまで雑霊自誌薬分を主事切表l抜主径現〈三こす妄とるに裏事夢量は百中億楽2にしτなか去つったをた~玄盤革tf5.c君事l!"~~>主主筆il~昆虫、ったー E---
11(27.5) 

イメージ表現過程での忘我性(2)

作品完成時の満足感(1) コラジュ作品を作り上げたとき、感激と満足を味わった

自己イメジへの不安(3) コ自ラdーfシ'1;.ユ!で長自，~分主主多主は~_?っ~t;:者fLtjヒt士表:t現!~~で;f_~~き2な企か主っ主た支こと!~がt.f，つ2左ら乙一ー不安になった

作品を通した自己客観化の過程
自己イメージ国語化の困難性(4) 野皇2者t，な@よ管うAにq貼2血っ処てい主fた直の結で分L主桓1-qLMて-も説い明ま!l子い恩ち弘わよか5らEな王室い翠:c;.主主的立2t;___ー

10(25.0) 
自己イメジとの致感(1) コラーシ.ュを実際に行なってみると思っていたより結構あたっていた

完成作品への愛着(2) 自自l~分~CRの:作作品品ーをがあÆと1三でA返2しt:;，__て欲一し一い(一気一に一入一っ一た一)一一一一一一

自己理解不全の認識(2) Zト現自自也t分f在i主1~主のφの立5大自圭車雑分自会主把だ世な直け主暑性で】Lま1は格主占-なL巷くヨ表翠将翠しf来E翠て玄こい企室庁ろる盟主あ事虫LりJ毘がト主2判いk主lり止主隼自い盛[分うι子組希署1LL望理Zー』Kも解I一少Kしして@入玄なっいj主てと主い思心たっ岩たJと一思一一う一-----------

自己認識へのきっかけ
理想的自己イメージの認識(5)

潜在的自己イメージの認識(3) 飾遺自自t主f分品1:主C事イ主メJ槻気ー温シ背1'2Zの主的般色に主主企で表k~、阜J現澄自金1すz然忍mるに事z主z自一で部分開日意~らと-識虫し色k_~2しさ是て-主い主替な4直5か-自市Eっじ1をな強た実2三自感重t;__分1し43.がたーエ一出ピーてー色きー一て一いーるように感じた

13(32.5) 

イメジでの自己再認識(3)

他者作品への興味(2) 含Jiit~t;F.!t1~佳品岳墨主ift.ーな.!c~___ー

コラージ2療法及び他の療法への興
コラージュ演習ではみんなの個性が現れていて面白かった

昧の拡大 他の絵画療法への興味(1) 絵画療法などもやってみよう 6(15.0) 

コヲージユ療法の有効性の認識(3)陵閉
コラジ2演習で活発な意見交換ができコミ了平一切ンが深まったあ王子鴎京'1:芯甫子7.;I一長F---

合計 40 
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表2 課題11(こ対する意見の内容分析

上位カTゴリー 下位カテゴリ {デヲ数)

イメージの差異への驚き(3)

イメージの差異への不安(2)

他者の自己イトソーへの情意
イメージの差異への喜び(4)

的反応

イメージ一致への驚き(3)

イメージ一致への喜び(4)

イメージに対する理解不能(2)

イメージー数の認知(6)

他者の自己イトシ'への認知
関係性によるイメージの差異の認知(2)的反応

他覚的自己イメージの認知(19)

行動や意識変容の促進(3)

他者への興味関心の拡大(2)

イメ ジのやり取りの楽しさ(3)

他者とのイメーン授受につい イメージ表現の困難性(2)
ての感忽

イメージ表現の表面性(3)

イメージ表現の簡易性(1)

イメージ選択範囲の限定性(1)

|イメージとして自分を表現|

1 
| 作品を作り上げる過程 | 

記述例

他自ー書分ーEなi主宇@品】fとJ二比;イべ主る阜と[9.他i者fこかとーら担の金イ悠トjソ?_!lとl~?のーζ差主異l三に智驚;1~いt=.た-一ー

且たじれ~-qバ?JンEラ畳f卸(自会己l主イtメzー在ソ、~~と遣主主う主)を主く1.れ;!?たLの:.~~で主!私三は毘二佳重:115.人A主格1>.な点の2~でfJ.は!';_ilと1!1.不エ安ヲにE'i1なEっ-た-一一ー一一一一一一ー
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|他者のイトソ(本人が気にしている事)をコラーシ・ュならうま〈表現できた

全〈遣う種類の雑誌を取り入れると自分と他人のイメ γの差がもっとわかるのではないか
合 計

他者とのイメージの授受

イメージを受け取った時の反応

告主!:>~主う

記述数(%)

16(26.7) 

32 (53.3) 

12(20.0) 

60 

|自己認識へのきっかけ| |他療法への興味関心の拡大| 自己イメージと他者イメージとの差異及び類似の認識

図1 課題 lの学習過程の図式

ージを用いた自己表現作業に関連した反応〉とし

て， r自分の気持ちを言葉ではなく写真を使って表

わすので抵抗なく楽しくできた事がよかったjなど，

イメージで自分を表現することが楽しい，表現しや

すいなどの感想を挙げた者と， r雑誌からは自分ら

しいイメージを選びにくかった」など，イメージで

自分を表現することや自己イメージを選択すること

を困難と感じたものがほぼ同数であった.ここでイ

メージの定義として「人々が特定の対象や事象，ま

たは概念について抱える漠然とした過去から現在に

わたる経験や印象の全体像であり，視覚的なものに

限らず，五感それぞれに，またはそれらの統合され

たものとして存在する同様のものをいい，言語より

も求めているものを純粋に発現させようとするもの

である」を用いると，学生は，学校教育のなかで言

語や文章で自己を表現することは学習してきている

占~
自己理解の過程。

自己理解・他者理解の促進

図2 課題Hの学習過程の図式

が，イメージで表現するという機会が少なく戸惑い

もあったと考えられる.しかし，制作過程で「童心

に返ったようなひとときがすごせて楽しかった」ゃ

「雑誌を切り抜くことに夢中になったJなどの感想

もあり，芸術療法のカタルシス効果が体験されたも

のと考えられる. <作品を通した自己客観化の過

程〉の中では， rコラージュを実際に行ってみると

思っていたより結構当たっていたJと感じたものよ
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りも， I自分にはこれといったイメージがないのか

と不安になったj，I自分の作品の何処が自分らしい

のか説明に困り，上手く表現できなかった」など，

作品に直面した際の自己イメージへの不安感やイメ

ージ化した自己を言語化することの困難さを感じた

ものが多かった.今回の学生の年齢は20歳前後であ

り，この時期はエリクソンの発達課題では「自我同

一性の獲得jの時期であるといわれている.そのた

め，学生はいまだ自己のイメージが明確で、なく，自

己のイメージを選択することが困難であり，選択し

たものについてもその根拠がうまく説明できないこ

とが推測される.

〈自己認識へのきっかけ〉に関する記述数は課題

Iの上位カテゴリーの中で一番多かった.学生は，

自己のイメージと直面することで自分の作品の中に

自分の未熟さ，理想，潜在的な自己を見出し，自己

を再認識するきっかけとなったと感じていた.この

ことは，文字や言語を用いるよりもイメージを用い

ることで表面的でない潜在的な自己が表現された結

果ではないかと考える.さらに，他者の作品や，他

の芸術療法への興味の拡大が挙げられたことは，筆

者らの期待を上回るものであった.

課題Eでは，他者から受け取った自己イメージに

対して「他者からのイメージと自己イメージが全然

違うことに驚いたj，I自分のある部分はわかっても

らえたらしいが二面性があるような気がして不安j，

「密かに収めているはずの内面が他者から示され驚

いたj，I他者からのイメージ、で違ったり嫌なものは

なく嬉しかった」など，イメージの差異や一致に対

する驚きや不安，喜びなど様々な〈他者の自己イメ

}ジへの情意的反応〉がみられた.このことから，

自己イメージとの一致・不一致に関わらず，他者か

ら自己のイメージを受け取ることは情意的な反応を

強く喚起するインパクトのある体験であることが示

唆された.また課題Hのなかで記述数として一番多

く挙げられていたものは， I (自分は)こんな風に見

られているんだと参考になったj，Iこれが他者から

見た私らしさなのだろうかと考えさせられた」など

の感想があった〈他者の自己イメージへの認知的反

応〉の中の下位カテゴリーである<他覚的な自己イ

メージ認知>であった.他者から自分への評価は対

人関係の中で賞賛や叱責など言語表現でなされるこ

とが多いが，あまりに直接的であったり，逆に腕曲

的な表現であったりする.しかし，イメージでのや

り取りでは，イメージの定義の中にあったように言

語よりも求めているものを純粋に表現できると考え
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られる O 脳の機能から考えると，左脳は言語刺激に

対し分析的，批判的な機能を有するが，イメージの

授受においては，情報は左脳を経ることなく，感覚

的に視覚イメージを処理する機能を有する右脳に直

接印象づけられるため，学生の感受性が高まったと

推測される O 学生は他者から自分のイメージをもら

うという経験を通して自分というものを改めて感覚

的に捉えなおすことができたと考える.

一方， I自分自身で強く感じていなかったイメー

ジをもらい，私の捉えられ方は人によって違うと感

じた」など，<関係性によるイメージの差異の認

知>を挙げたものもいた。

課題Eの3つ目の上位カテゴリーである〈他者と

のイメージ授受についての感想〉では，一部ではあ

るがイメージの受け渡しが表面的なものに終わって

しまったと感じたものもいた.他者の内面について

十分に知らないとイメージも表面的になってしまう

ことが伺える.前出した<関係性によるイメ}ジの

差異の認知>での意見にもあったように，やり取り

する人との関係性がイメージの正確さを左右するこ

とが示唆された.

筆者らは， I自己理解・他者理解」を講義で説明

する際，“ジョハリの窓"を用いている(図 3).人

は，自分のことは自分が一番よく知っていると思っ

ているが，自分が知っているのは「聞かれた窓

(open self) jと「隠された窓 (hiddenself) jの部

分だけであり， I盲目の窓 (blindself) jについて

は，他者から教えてもらうことによってしか知るこ

とはできない.これら 3つの部分を知ろうとする努

力によって，自分にも他人にもわからない無意識な

「暗い窓 (unknownself) jの部分はだんだん小さ

O 開かれた窓 O 盲目の窓

open self blind self 

自分でもよくわかっている 他人にはよくわかるが
他人もよくわかる 自分では気がつかない

O 隠された窓 O 暗い窓

hidden self unknown self 

自分ではよくわかっているが 自分にも他人にもわからない
他人には隠している (無意識の部分)

図3 ジョハリの窓



くなり，自分自身をより良く知ることができるよう

になる.このように，自分を知るということは，他

者との人間関係の中においてであり，他者に教えて

もらいながら，自分を知っていくのである.今回，

「自己理解・他者理解」を学習のねらいとして掲げ，

講義だけではなくコラ}ジ、ユ療法という演習を通し

て行ったことは，知識の伝授だけでなく学生の感性

に訴える体験学習として有効であったと考える.

コラージ、ユ療法を学生の演習として教育場面に用

いた例は少なく，その教育効果や学習過程がいまだ

確立されていないのが現状である.今回，コラージ

ュ療法の学習過程が学生のレポートから一部明らか

になったことは新しい教育的試みの基礎的資料とし

て評価できることではないかと考える.

まとめ

今回のコラージュ演習で，講義のねらいとした

「自己理解・他者理解」の中で自己をイメージとし

て表現することが自己認識のきっかけとなり，他者
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とのイメージの授受が情意的反応を喚起し，行動や

意識変容の促進や他者への興味関心の拡大などが達

成できたのではないかと考える.また，学生が楽し

みながら，コラージ、ユ演習を通じて「自己理解・他

者理解」について学べたことは意義があったと考え

る.しかし，今後の課題として，コラージュ療法を

用いた演習を通して，さらに深い自己理解と，表面

的だけでない他者理解を促進していくために，この

演習で得られた学習過程の図式を念頭に入れ演習の

方法論の確立を図っていく必要がある.
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